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5
月
30
日
㈪
、
合
人
社
ウ
ェ

ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
に

て
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
及
び
5
月
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
2
0
2
0
年
度

及
び
2
0
2
1
年
度
の
2
年
間

は
開
催
が
見
送
り
と
な
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、今
回
は
2
0
1
9

年
4
月
1
日
以
降
に
入
会
さ
れ

た
方
が
新
入
会
員
の
対
象
と
な

り
、
私
も
新
入
会
員
の
一
人
と

し
て
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
広
島
東
法
人
会
や
青
年
部

会
、
各
委
員
会
の
活
動
内
容
の

紹
介
が
あ
り
、そ
の
後
は
、新
入

会
員
の
自
己
紹
介
や
名
刺
交
換

交
流
会
が
行
わ
れ
、
特
に
交
換

し
た
名
刺
を
利
用
し
て
の
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
は
と
て
も
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

令
和
4
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
★
F
e
e
l�

g
o
o
d
! !
」

ど
お
り
、
ま
さ
に
会
員
同
士
の

積
極
的
な
交
流
を
は
か
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
青
年
部
会
研
修
委
員

�

奥　

順
夫
）

■
女
性
部
会・青
年
部
会 

合
同
例
会

　

6
月
14
日
、
ひ
ろ
し
ま
国
際
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

女
性
部
会
・
青
年
部
会
合
同
例
会
が
3
年
ぶ
り
に
実

地
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
部
は
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

広
島
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
森
﨑
浩
司
氏
に
よ
る
「
ぶ
ち

あ
つ
！
ひ
ろ
し
ま
！
」
と
題
し
た
講
演
会
を
ス
タ
ジ

ア
ム
Ｄ
Ｊ
の
掛
本
智
子
氏
と
の
対
談
形
式
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
ユ
ー
ス
時
代
を
含
め
る
と
20
年
間
サ
ン
フ

レ
ッ
チ
ェ
一
筋
で
あ
る
森
﨑
氏
の
こ
れ
ま
で
の
軌
跡

や
、他
で
は
聴
け
な
い
ス
キ
ッ
べ
監
督
の
人
柄
、選
手

の
様
々
な
ル
ー
テ
ィ
ン
等
、
第
一
線
で
長
年
活
躍
さ

れ
て
い
た
森
﨑
氏
な
ら
で
は
の
貴
重
な
話
が
聴
け
ま

し
た
。ま
た
、
現
役
当
時
よ
り
持
た
れ
て
い
た
夢「
市

内
に
サ
ッ
カ
ー
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
の
実
現
」
が

目
の
前
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
動
画
交
え

熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
御
両

名
に
も
懇
親
会
に
参
加
い
た
だ
き
、
く
じ
に
よ
る
抽

選
会
で
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
飲
食
が
加

わ
る
こ
と
で
よ
り
交
流
が
深
ま
り
有
意
義
な
例
会
で

し
た
。�

（
青
年
部
会
厚
生
委
員　

森
田
晋
介
）

　

7
月
1
日
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
て
法
人

会
野
球
観
戦
。
相
手
は
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
。
前
日
ま
で
ヤ
ク
ル
ト
に
3
連
敗
を
喫
し

て
厳
し
い
ム
ー
ド
の
中
、
も
う
一
つ
の
東
京

勢
に
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
て
く
れ
る
こ
と
を

信
じ
て
、
法
人
会
の
仲
間
7
0
0
名
と
共
に

応
援
。

　

試
合
は
、
4
番
マ
ク
ブ
ル
ー
ム
の
8
号
2

ラ
ン
を
含
む
3
安
打
3
打
点
の
大
活
躍
と
、

投
げ
て
は
エ
ー
ス
・
大
瀬
良
の
6
回
3
失
点

の
粘
り
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
と
矢
崎
・
森
浦
・
栗

林
と
好
投
に
よ
り
、5
-3
の
快
勝
で
し
た
！

　

ナ
イ
タ
ー
観
戦
は
旧
市
民
球
場
時
代
か
ら

続
く
伝
統
行
事
で
す
が
、
私
個
人
は
今
春

引
っ
越
し
て
き
た
の
で
初
参
加
。
幼
少
か
ら

カ
ー
プ
フ
ァ
ン
の
た
め
、
真
っ
赤
で
一
丸
と

な
っ
た
ス
タ
ジ
ア
ム
に
興
奮
し
な
が
ら
、美
味

し
い
ビ
ー
ル
を
飲
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

暑
さ
が
残
る
中
、
ご
自
愛
い
た
だ
き
な
が

ら
、
Ｇ
ｕ
Ｔ
Ｓ
で
乗
り
き
り
ま
し
ょ
う
♪

�（
青
年
部
会
厚
生
副
委
員
長　

長
谷
川
俊
一
）

「快勝のナイター観戦会　ガツガツGuTS!」

新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
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4
月
26
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
に
お
い
て
、

第
1
回
理
事
会
に
引
き
続
き
第
32
回
通
常
総
会
が
広
島
東

税
務
署
長
を
は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
を
迎
え
開
催
さ
れ
、

5
つ
の
議
案
は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

第
1
号
議
案　

2
0
2
1
年
度
事
業
報
告
の
件

　

第
2
号
議
案　

��

2
0
2
1
年
度
決
算
報
告
承
認
及
び
監

査
報
告
に
関
す
る
件

　

第
3
号
議
案　

2
0
2
2
年
度
事
業
計
画
承
認
の
件

　

第
4
号
議
案　

2
0
2
2
年
度
収
支
予
算
承
認
の
件

　

第
5
号
議
案　

2
0
2
2
年
度
役
員
人
事
承
認
の
件

︿
基
本
方
針
﹀

　

女
性
部
会
員
の
税
務
知
識
の
向
上
を
図
り
、
も
っ
て
企

業
経
営
の
発
展
に
資
す
る
と
と
も
に
、
女
性
部
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
る
。
ま
た
、
本
会
と
の
緊
密
な
連
携
に
よ
り

会
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

︿
主
な
事
業
計
画
の
う
ち
公
益
関
係
を
抜
粋
﹀

⑴�

税
の
啓
発
活
動
（
税
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
）

　
「
税
」に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

管
内
19
校
の
小
学
校
6
年
生
を
対
象
に
税
を
テ
ー
マ
と
し

た
絵
は
が
き
を
募
集
し
、
優
秀
な
作
品
の
表
彰
を
行
う
。

⑵��

税
制
提
言
活
動

　

税
制
改
正
要
望
事
項
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
、
提
言

活
動
を
実
施
す
る
。

⑶
地
域
発
展
活
動

　

著
名
講
師
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
て
、
女
性
部
会
の

発
展
と
と
も
に
法
人
会
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。
ま
た
、
病
院

へ
の
タ
オ
ル
寄
贈
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
。

　

第
16
回
「
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー

ラ
ム
静
岡
大
会
」
が
4
月
14
日
、『
ふ

じ
の
く
に
〝
地
域
で
学
び
、
文
化
で
つ

な
ぐ
〟～
女
性
の
力
～
』を
大
会
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
1
、4
0
0
名
の
参

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
記
念
講
演
で
は
講
師
に
俳

優
、
別
所
哲
也
氏
の
「
シ
ョ
ー
ト
フ
ィ

ル
ム
の
チ
カ
ラ
！
多
様
性
あ
る
表
現
発

信
と
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の
創
出
」

を
演
題
に
別
所
氏
の
撮
っ
た
シ
ョ
ー
ト

フ
ィ
ル
ム
を
視
聴
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
唱
和

に
続
き
、
静
岡
県
連
女
性
部
会
の
活
動

事
例
発
表
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
精
力
的
な
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

あ
い
に
く
の
天
気
で
富
士
山
を
拝
む

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
懇
親

会
最
後
の
次
回
開
催
地
、
愛
媛
県
連
に

よ
る
「
疲
れ
た
ら
、愛
媛
」
と
い
う
ユ
ー

モ
ア
溢
れ
る
P
R
動
画
で
、
来
年
の
再

会
を
楽
し
み
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

�

（
女
性
部
会
長　

石
井
智
子
）

■
女
性
部
会
第
32
回
通
常
総
会

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

静
岡
大
会



　　16� 第173号　　2022年９月　　

　

毎
年
、広
島
東
税
務
署
管
内
の
小
学
６

年
生
を
対
象
に
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。身
近

な
お
知
り
合
い
に
、是
非
と
も
声
掛
け
を

お
願
い
し
ま
す
。

�

『
ぼ
く
た
ち
、わ
た
し
た
ち
が
支
払
っ
た

消
費
税
は
、
何
に
使
わ
れ
て
い
る
ん
だ
ろ

う
？
』

　

税
金
で
造
ら
れ
て
い
る
建
物
や
施
設
、

税
金
で
購
入
さ
れ
て
い
る
も
の
、や
っ
て

い
る
仕
事
に
つ
い
て
、み
ん
な
で
調
べ
て

描
い
て
み
ま
し
ょ
う
！

◇
応
募
資
格
：  

広
島
東
税
務
署
管
内
の
小

学
6
年
生

◇
応
募
用
紙
：  

規
定
の
応
募
用
紙
を
管
内

の
各
小
学
校
に
お
配
り
し

て
い
ま
す
。

◇
応
募
締
切
：  

令
和
4
年
9
月
22
日
㈭

　
　
　
　
　
　

��

担
任
の
先
生
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
審　
　

査
：  

応
募
作
品
の
中
か
ら
美
術

講
師
に
よ
る
審
査
を
行
い
、

優
秀
作
品
を
選
び
ま
す
。

◇
主 

催 

者
：  

公
益
社
団
法
人　

広
島
東

法
人
会

　

後　
　

援
：  

国
税
庁
、
広
島
市
租
税
教

育
推
進
協
議
会（
租
推
協
）

　

2
月
21
日
、
広
島
市
民

病
院
へ
会
報
誌
や
講
演
会

で
呼
び
掛
け
て
集
ま
っ
た

新
品
タ
オ
ル
3
0
0
枚
を

寄
贈
し
、
病
院
か
ら
感
謝

状
を
受
け
た
。
今
回
で
22

回
目
。

　

本
年
度
も
実
施
の
予
定

で
あ
り
、
提
供
い
た
だ
け

る
新
品
タ
オ
ル
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
事
務
局
あ
て
に

送
付
又
は
直
接
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

所 属 委 員 会 氏　　名 法　　人　　名 所 属 委 員 会 氏　　名 法　　人　　名

部 会 長 石井　智子 ㈱ 二 葉 親 睦 副 委 員 長 三浦由美子 ㈱ 健 康 美 学

副部会長（組織・厚生） 中島　典子 広 島 駅 弁 当 ㈱ 研 修 委 員 長 松本　周子 ㈱ 金 融 財 務 研 究 所

副部会長（親睦・研修・広報） 小畑由紀美 ㈱ 小 畑 百 花 園 研 修 副 委 員 長 樽本　幸美 ㈱クリエイティブ・ワイツー

組 織 委 員 長 山内五十鈴 ㈱ 羊 屋 広 報 委 員 長 田室名保美 たむろ木材カンパニー㈱

厚 生 委 員 長 山田　弘子 ㈱広島ゴルフショップ 広 報 副 委 員 長 野口　葉子 ㈲エヌ・ティー・シー

厚 生 副 委 員 長 松村　由貴 アーク不動産システム㈱ 監 事 伊藤　笙子 ㈲ 伊 藤 久 芳 堂

親 睦 委 員 長 森戸美佐子 ㈱森戸コンサルタント・グループ 監 事 岸田　洋美 ㈱ 中 栄

氏　　名 法　　人　　名

瀬川志保美 ㈱ オ フ ィ ス ブ ラ ウ ン エ イ

2022年度�女性部会名簿〔役員〕

新入会員�2022.2〜2022.7

「第13回 税に関する絵はがきコンクール」作品募集のお知らせ

◆
社
会
貢
献
◆

広
島
市
民
病
院
に

タ
オ
ル
寄
贈

◆
社
会
貢
献
◆

四
季
の
花
で

お
も
て
な
し

　

女
性
部
会
で
は
、
広
島

市
の
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く

り
「
四
季
の
花
プ
ラ
ン

タ
ー
設
置
事
業
」
に
協
賛

し
、
広
島
駅
前
大
橋
の
プ

ラ
ン
タ
ー
に
四
季
折
々
の

草
花
を
植
栽
し
て
、
道
行

く
人
に
和
ら
ぎ
と
潤
い
を

与
え
て
い
る
。
写
真
は
、

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
見
ご

ろ
を
迎
え
る
花
へ
の
植
替

え
が
行
わ
れ
た
後
の
も
の
。



マネージャー
野村  有希尾崎牛タン元

●

横川駅

●
●

広島銀行
横川支店

●

●

●

●

●
小田億ファインズ
横川本店

横川一丁目

横川駅

●
●

広島銀行
横川支店

●

●

●

●

小田億ファインズ
横川本店

横川一丁目

別院前別院前

廣島らぁ麺
九重商店別館
廣島らぁ麺
九重商店別館

西区民
文化センター
西区民

文化センター

フレスタ横川店フレスタ横川店

ローソンローソン

●

ファミリー
マート
ファミリー
マート

●

セブンイレブンセブンイレブン

■ 広島市西区横川町2丁目8-3
■ 11：00～15：00
■ 水曜日
■ 082-232-1088

所

休
☎

営

寿司屋が本気で作るらーめんです。
現在手の怪我で寿司屋の営業はしていません。

2022年3月にオープン！中四国で初出店となる、幻の
黒毛和牛、尾崎牛一頭買い焼肉専門店。
国内出荷は僅か20頭余り、稀少価値が高く、滑らかで
綺麗な脂と熟成された肉の旨味が特徴。
全席個室のプライベート空間で、尾崎牛とワインをい
かがですか。

寿司職人の「本気」を味わってみて下さい。

ラーメン店
廣島らぁ麺九重商店別館

名物メニュー

とろける脂とうまみの強い肉をぜひ！

焼肉店

■ 広島市中区堀川町3-20 エビスクラブB1 
■ 月、火、木、金：17:00～23:00

（料理L.O. 22：30 ドリンクL.O. 22：30）
 　土、日、祝日：11：30～15：00

（料理L.O. 14：00 ドリンクL.O. 14：00）
　　　　　　　17：00～23：00

　（料理L.O. 22：30 ドリンクL.O. 23：00）
■ 水曜日
■ 082-247-3310

名物メニュー

所
営

 尾崎牛 No.8

☎

 会員企業のお店紹介第15回

尾崎牛ユッケ …………………………2,000円（税込）
尾崎牛タン元 …………………………5,000円（税込）
尾崎牛本日の６種盛り合わせ…3,300円（1名様分）（税込）

鯛だしらぁ麺鯛めしセット……………………1,000円
海老らぁ麺海老づけ丼セット………………1,000円
土日祝限定　北海ウニらぁ麺ミニいくら丼セット…1,600円

休

JR横川駅
南口徒歩3分
JR横川駅
南口徒歩3分
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●

砂
村
忠
男
税
理
士
事
務
所

税理士業務アラカルト シリーズ62

経
験
を
活
か
し
て 

～
課
税
調
査
と
犯
則
調
査
～

中国税理士会　広島東支部

砂村 忠男

　

ち
ょ
っ
と
古
い
話
に
な
り
ま
す
が
、

平
成
20
年
7
月
か
ら
1
年
間
広
島
東
税

務
署
へ
勤
務
し
、
広
島
東
法
人
会
の
皆

さ
ま
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
当

時
は
、
当
局
が
e
-T
a
x
の
普
及
に

力
を
入
れ
て
い
た
時
期
で
、
税
理
士
会

の
先
生
方
は
も
ち
ろ
ん
、
法
人
会
の
皆

さ
ま
方
に
大
変
ご
協
力
を
頂
い
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
税
理
士
と
な
っ
て
8
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
税
務
署
O
B
で
す
が
、

調
査
畑
が
長
く
、
法
人
税
調
査
と
査
察

調
査
で
31
年
を
過
ご
し
ま
し
た
。
国
税

局
査
察
部
を
舞
台
と
し
た
伊
丹
十
三
監

督
の
「
マ
ル
サ
の
女
」
は
、
ご
記
憶
の

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
封
切

り
か
ら
す
で
に
37
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
映
画
で
、「
マ
ル
サ
」
が
一
般
の

方
々
に
も
認
知
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

国
税
に
関
す
る
調
査
権
限
は
、
課
税

調
査
の
権
限
（
質
問
調
査
権
）
と
犯
則

調
査
の
権
限
が
あ
り
ま
す
。
課
税
調
査

は
簡
単
に
言
う
と
、
調
査
を
し
て
非
違

が
あ
れ
ば
修
正
申
告
を
求
め
、
そ
の
税

金
を
納
め
れ
ば
済
み
ま
す
が
、
マ
ル
サ

が
行
う
犯
則
調
査
は
、
国
税
に
つ
い
て

脱
税
等
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
実
施
す
る

調
査
で
、
脱
税
者
に
対
し
て
刑
事
責
任

を
追
及
し
、
そ
の
一
罰
百
戒
の
効
果
を

通
じ
て
適
性
公
平
な
課
税
の
実
現
と
申

告
納
税
制
度
の
維
持
を
図
る
最
後
の
砦

と
し
て
あ
り
ま
す
。
査
察
官
は
、
通
常

の
税
務
調
査
と
は
異
な
る
権
限
に
基
づ

き
証
拠
を
発
見
・
収
集
し
、
刑
事
責
任

を
追
及
す
べ
き
案
件
と
判
断
し
た
場
合

に
は
検
察
官
へ
告
発
を
行
い
ま
す
。
以

前
は
、
国
税
犯
則
取
締
法
と
し
て
そ
の

根
拠
条
文
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
29

年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
片
仮
名
・

文
語
体
表
記
か
ら
現
代
語
化
が
行
わ

れ
、
ま
た
、
経
済
活
動
の
I
C
T
化
の

進
展
等
を
踏
ま
え
て
主
に
電
磁
的
記
録

の
証
拠
収
集
手
続
の
見
直
し
・
整
備
の

ほ
か
、
国
税
犯
則
調
査
手
続
の
整
備
等

が
行
わ
れ
た
う
え
で
、
国
税
通
則
法
へ

編
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
旧

国
税
犯
則
取
締
法
は
、
全
22
条
で
間
接

国
税
関
係
の
条
文
を
除
く
と
12
条
ほ
ど

の
ご
く
短
い
法
律
で
し
た
。

　

私
自
身
今
は
税
理
士
と
し
て
、
調
査

す
る
方
、
調
査
さ
れ
る
方
、
両
方
か
ら

の
見
方
で
経
験
を
生
か
し
て
、
日
々
の

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
よ
く
、
税
務

調
査
は
受
け
た
く
な
い
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
私
は
「
税
務
調
査
は
受
け
た
ほ
う

が
良
い
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
内
部
監

査
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
は
当
然
の
こ
と
と

し
て
、
無
料
の
会
計
監
査
で
あ
る
税
務

調
査
も
、
企
業
か
ら
見
れ
ば
非
常
に
有

益
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
の
経
験
か

ら
も
、
内
部
監
査
の
網
の
目
を
く
ぐ
り

抜
け
て
税
務
調
査
で
役
員
や
従
業
員
に

よ
る
不
正
が
判
明
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
不
正
で
な
く
て
も
日
々
の

経
理
に
お
い
て
、
ミ
ス
を
し
な
い
に
越

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ミ
ス
は

付
き
物
で
す
。
企
業
を
守
り
企
業
を
伸

ば
し
て
い
く
た
め
に
も
経
理
事
務
は
重

要
な
も
の
で
す
。

　

最
後
に
、
コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
企
業
活

動
も
停
滞
気
味
の
な
か
で
は
あ
り
ま
す

が
、
法
人
会
活
動
は
、
多
く
の
会
員
で

支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
会
の

理
念
に
基
づ
き
更
な
る
飛
躍
を
遂
げ
ら

れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。
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